
1993年出上の木簡

奈
良
・金
剛
寺
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
磯
城
郡
田
原
本
町
大
字
金
剛
寺

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
七
年

（昭
６２
）
二
月
ｉ
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
田
原
本
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
藤
田
三
郎

５
　
遺
跡
の
種
類
　
中
世
居
館

。
寺
院

・
集
落
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
一
一
一世
紀
ぞ

一
八
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

金
剛
寺
遺
跡
は
、
奈
良
盆
地
の
ほ
ぼ
中
央
、
日
原
本
町
の
西
端
に
位
置
し
、

現
在
の
金
剛
寺
集
落
と

一
部
重
複
し
な
が
ら
北
側
に
広
が
り
、
曽
我
川
を
挟
ん

で
広
陵
町
に
接
し
て
い
る
。
標

高
約
四
五
ｍ
の
沖
積
地
に
立
地

し
、
こ
の
あ
た
り
は
高
田
川

・

葛
城
川

・
曽
我
川

・
飛
鳥
川
が

近
接
し
て
北
流
し
、
合
流
し
た

後
は
大
和
川
と
な

っ
て
大
阪
平

野

へ
と
流
れ
込
ん
で
い
る
。

遺
跡
は
古
墳
時
代
前
期
か
ら

近
世
に
か
け
て
の
複
合
遺
跡
で

あ
る
が
、
中
世
居
館
跡
が
中
心
と
な
る
。
中
世
居
館
跡
の
推
定
規
模
は
南
北
三

〇
Ｏ
ｍ
、
東
西

一
〇
〇
を

一
三
〇
ｍ
の
範
囲
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
遺
物
の

分
布
状
況
や
地
割
、
小
字
名
（北
口
・
西
日
・
城
畑
・
土
手
矢
倉
・
阿
弥
陀
院
）
な
ど

か
ら
推
定
で
き
、
遺
跡
と
し
て
は
良
好
な
残
存
状
況
を
呈
し
て
い
る
。
江
戸
時

代
以
降
は
金
剛
寺
集
落
が
形
成
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

発
掘
調
査
は
こ
れ
ま
で
に
三
次
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も

小
規
模
な
発
掘
調
査
で
あ
る
。
第

一
次
は
遺
跡
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
た
る
小
字
名

「土
手
矢
倉
」
で
実
施
し
、
十
字
に
交
差
す
る
と
考
え
ら
れ
る
大
溝
を
検
出
し

た
。
第
二
次
は
遺
跡
の
北
東
端
で
平
安
時
代
の
河
川
と
中
世
の
大
溝
六
条

（幅

三
ｔ
六
ｍ
、
深
さ
○
・
八
母

を
、　
ま
た
、
第
三
次
は
遺
跡
の
西
端
で
居
館
を
囲

む
環
濠
を
検
出
し
た
。

今
回
紹
介
す
る
卒
塔
婆
が
出
上
し
た
の
は
第

一
次
調
査
で
あ
る
。
こ
の
調
査

は
長
さ
三
〇
ｍ
、
幅
二

・
五
ｍ
ほ
ど
の
細
長
い
ト
レ
ン
チ
調
査
で
あ

っ
た
が
、

釣
の
手
状
に
な
る
三
条
の
大
溝
を
検
出
し
た
。　
こ
の
大
溝
は
室
町
時
代

（
三
ハ

世
紀
）
の
も
の
で
、　
居
館
と
の
位
置
関
係
か
ら
屋
敷
を
区
画
す
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。　
注
目
さ
れ
る
の
は
、
東
西
方
向
に
走
行
す
る
大
溝
ｓ
Ｄ
五
二

（推
定

幅
八
ｍ
、
深
さ
一
・
四
じ

で
橋
脚
を
検
出
し
た
こ
と
で
あ
る
。　
橋
脚
は
二
列
の

杭
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
橋
脚
の
幅
は
約

一
・
五
ｍ
で
小
規
模
な
橋
と
推
定
さ

れ
る
。
卒
塔
婆
は
溝
の
中
層
、
橋
脚
の
東
側
下
か
ら
出
土
し
た
。

こ
の
大
溝
か
ら
は
大
量
の
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
。
土
器
が
最
も
多
く
、
土

師
器
の
皿

。
羽
釜
、
瓦
質
の
招
鉢

・
羽
釜

・
鉢

・
奏
、
施
釉
陶
器
、
磁
器
な
ど

(桜 井)



が
あ
る
。
木
製
品
と
し
て
は
下
駄
、
羽
子
板
、
漆
器
椀

・
蓋
が
あ
る
。
こ
の
ほ

か
、
砥
石
や
サ
ヌ
カ
イ
ト
製
の
火
打
ち
石
、
送
風
管
、
土
製
円
板
、
土
鈴
、
軒

平
瓦
、
銭
貨

（聖
宋
元
宝
）
が
出
土
し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

。
同
刹
則
引
‐‐
‐‐
日
一
昔
上
霊
山
名
□
□

二劃

刊

議

　

（‥

ξ

空

・
風

・
火

・
水
輪
部
に
は
梵
字
が
書
か
れ
て
い
る
が
判
読
不
能
。
地
輪
部

に
は

「昔
在
霊
山
名
」
ま
で
読
め
る
が
、
以
下
三
字
は
書
体
が
く
ず
れ
読
め
な

い
。
二
行
に
わ
た
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
年
代
は
、
共
伴
し
た
土
器
か
ら

一
六
世
紀
後
半
に
比
定
で
き
る
。
こ
れ
は

『
続
南
行
雑
録
』
に
み
え
る
永
禄
五

オ　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　

―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

／ｒ
ｉ
＼
ド
ー
‐ヽ

１
１
′
′ノ～
ゥ
／
‐
‐
ヽ
ドヽ
‐
―
―
ト
ー
ー
ー
ー
ー
‐
―
―
―

一　

　

　

　

　

　

　

　

一

年

（
一
五
六
一一

の
金
剛
寺
城
の
破
却
に
ほ
ぼ
合
致
す
る
時
期
の
も
の
で
あ
る
。

本
卒
塔
婆
は
、
墨
書
の
部
分
が
浮
か
び
上
が
っ
て
お
り
、
長
期
に
わ
た
っ
て

風
雨
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
中
央
右
端
に
は
釘
穴
が
あ
り
、

何
か
に
打
ち
付
け
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
出
土
地
は
中
世
の
居
館
跡
と
推
定

さ
れ
る
が
、
調
査
地
の
南
に
は

「阿
弥
陀
院
」
の
小
学
名
が
あ
り
、
ま
た
、

一

八
七
四
年

（明
治
七
）
に
廃
寺
に
な

っ
た

「阿
弥
陀
寺
」
が
こ
れ
に
推
定
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
居
館
の
南
側
に
は
寺
院
が
配
置
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
卒

塔
婆
は
卒
塔
婆
堂
な
ど
こ
の
寺
院
の
建
物
に
打
ち
つ
け
ら
れ
て
い
た
と
推
定
さ

れ
る
。

９
　
関
係
文
献

田
原
本
町
教
育
委
員
会

『
金
剛
寺
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
』
全

九
八
八
年
）

（藤
田
三
郎
）
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